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博物館で知ろう、大山！博物館で知ろう、大山！

　
市
立
博
物
館
で

は
、毎
年
、各
字
の

自
治
会
を
中
心
に

地
域
の
方
々
と
共

同
で
行
う
「
ぎ
の

わ
ん
の
〝
字
〞
展
」

を
開
催
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
、市
内

１
つ
の〝
字
〞に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
、
そ
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
紹

介
す
る
こ
と
で
、
市
民
や
県
内
外
の
方
々
に
私

た
ち
の
住
む
地
域
の
こ
と
を
理
解
し
、
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
で
９
回
目
の
開
催
と
な
る
字
展
は
、
大
山

区
自
治
会
と
の
共
催
で
、「
大
山
」
を
紹
介
し

ま
す
。

　
沖
縄
本
島
の
西
海
岸
に
面
し
、
市
内
で
も
有

数
の
広
い
土
地
を
有
す
る
大
山
に
は
、
豊
富
な

湧
水
が
あ
り
、
市
の
特
産
品
で
あ
る
田
イ
モ
畑

が
広
が
る
自
然
豊
か
な
地
域
で
す
。
ま
た
、
国

指
定
史
跡
の
大
山
貝
塚
や
、
市
指
定
史
跡
の
マ

ヤ
ー
ガ
マ
洞
穴
遺
跡
な
ど
の
文
化
財
が
あ
り
、

戦
前
に
運
行
し
て
い
た
沖
縄
県
営
軽
便
鉄
道
嘉

手
納
線
（
ケ
ー
ビ
ン
鉄
道
）
の
駅
が
置
か
れ
て

い
た
と
い
う
歴
史
も
あ
り
ま
す
。
現
在
も
そ
の

線
路
跡
は
「
ケ
ー
ビ
ン
ミ
チ
」
と
呼
ば
れ
、
そ

の
名
残
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
こ
こ
で
、
大
山
を
代
表
す
る
「
綱
引
き
（
チ

ナ
ヒ
キ
）」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
戦
前
ま

で
は
、
旧
暦
６
月
15
日
に
現
在
の
国
道
58
号
に

あ
た
る
ケ
ン
ド
ウ
（
県
道
）
で
綱
引
き
行
事
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
旧
暦
６
月
15
日

に
近
い
週
末
に
大
山
小
学
校
で
開
催
し
て
い
ま

す
。
大
山
の
綱
引
き
の
見
所
は
、
綱
引
き
前
の

ア
ギ
エ
ー
勝
負
で
す
。
ア
ギ
エ
ー
と
は
、
両
者

が
綱
に
挿
し
た
棒
を
持
ち
、
相
手
と
綱
を
ぶ
つ

け
合
う
勝
負
で
、
綱
を
高
く
掲
げ
る
様
子
は
、

間
近
で
見
る
と
非
常
に
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
の
字
展
で
は
、
大
山
の
綱
引
き
に
関
す

る
資
料
を
中
心
に
、
大
山
の
歴
史
や
文
化
、
自

然
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
も
っ
と
大
山
の
こ
と

を
知
り
た
い
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

博
物
館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
！

あ
ざ

142

ソ
テ
ツ
地
獄

　「
ソ
テ
ツ
地
獄
」、こ
の
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い

言
葉
を
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。１
９
２
０

（
大
正
９
）
年
か
ら
始
ま
る
第
一
次
大
戦
後
の

戦
後
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
沖
縄
は
慢
性
的
不

況
に
陥
り
ま
し
た
。
農
村
で
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ

を
主
産
業
に
し
て
い
た
の
で
食
糧
難
と
な
り
、

ソ
テ
ツ
を
食
べ
て
飢
え
を
し
の
ぐ
者
も
い
ま
し

た
。
ソ
テ
ツ
に
は
毒
が
あ
り
ま
す
が
、
毒
抜
き

を
す
れ
ば
食
べ
る
事
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

な
か
に
は
毒
抜
き
に
失
敗
し
て
中
毒
に
な
る
者

も
い
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
大
正
末
期
か
ら
昭

和
初
期
の
窮
乏
し
て
い
た
悲
惨
な
状
況
が
「
ソ

テ
ツ
地
獄
」
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
ま
し
た
。

　こ
の
時
期
、
生
活
を
支
え
る
た
め
に
、
海
外

移
民
す
る
者
や
本
土
へ
の
出
稼
ぎ
労
働
者
が
増

え
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
女
子
若
年
労
働
者
は

県
出
稼
ぎ
者
全
体

の
６
割
に
上
り
、

宜
野
湾
村
か
ら
も

小
学
校
を
卒
業
し

た
十
二
、
三
歳
の

女
子
を
中
心
に
、

本
土
の
紡
績
工
場

に
働
き
に
出
る
者

が
い
ま
し
た
。
工
場
で
の
一
日
の
労
働
時
間
は

12
〜
14
時
間
、
月
給
は
当
初
９
円
で
そ
の
後
、

能
率
給
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
女
工
た
ち
は
必
死

に
働
い
て
家
族
に
送
金
し
ま
し
た
。
中
に
は
十

歳
の
子
も
い
て
、
朝
、
い
つ
も
泣
い
て
い
た
と

い
う
証
言
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
標
準
語
が
う

ま
く
使
え
な
い
た
め
、
差
別
や
い
じ
め
を
受
け

た
者
も
い
ま
し
た
。
長
時
間
労
働
と
劣
悪
な
作

業
環
境
で
多
く
の
結
核
患
者
も
で
ま
し
た
。

　当
時
は
、
子
ど
も
の
身
売
り
も
公
然
と
行
わ

れ
、
女
子
は
辻
の
遊
郭
に
、
男
子
は
糸
満
の
漁

師
の
所
に
売
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
代
は
大
人

同
様
、
子
ど
も
た
ち
も
働
い
た
の
で
す
。

　「
ソ
テ
ツ
地
獄
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、

実
際
は
ソ
テ
ツ
に
救
わ
れ
た
の
だ
か
ら
適
切
で

は
な
い
、
と
言
う
研
究
者
も
い
ま
す
。
有
用
で

生
命
力
の
あ
る
ソ
テ
ツ
か
ら
は
、
未
来
を
た
く

ま
し
く
生
き
て
い
く
力
を
感
じ
ま
せ
ん
か
。

『
宜
野
湾
市
史
』へ
の
問
合
せ

 

市
立
博
物
館 

☎
8
7
0-

9
3
1
7

ソ
テ
ツ
地
獄

茶ち
ゃ
ー茶
ち
ゃ
ー

▲大山の田イモ畑

▲綱引き前のアギエー勝負

▲ソテツ（森川公園）

▲宜野湾村出身の紡績女工たち1935（昭和10）年
　まだ、幼いようすが見てとれる。

【
お
問
合
せ
】

　   

市
立
博
物
館
　
☎
８
７
０-

９
３
１
７

３
月
６
日（
日
）ま
で
、入
館
無
料

企
画
展
開
催
中
！

ぎ
の
わ
ん
の〝
字
〞展

「
大
山
展
〜
和
気
満
堂・協
力
一
致
〜
」

き
ゅ
う
ぼ
う

はくぶつかんの部屋・茶ぐゎーゆんたく女女 男男 ゆゆ んん たた くく ひひ ろろ ばば 136号
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「お互いに　未来を掴もう　共同参画」問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎８９３-４４１１ 内線４２１

申
込
・
問
合
せ

人
材
育
成
交
流
セ
ン
タ
ー
め
ぶ
き

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

宜
野
湾
市
志
真
志
１
丁
目
15
番
22

電
　
話
　
８
９
６-

１
２
１
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
　
８
９
６-

１
２
１
９

★
第
10
回
ふ
く
ふ
く
講
座

☆
平
成
28
年
度 

セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　（
め
ぶ
き
・
ふ
く
ふ
く
）

　
団
体
登
録
説
明
会 

＆

　
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
説
明
会

　
平
成
26
年
９
月
よ
り
１
年
間
、宜
野
湾
市
の
友
好

都
市
・
中
国
厦
門
市（
厦
門
理
工
学
院
）へ
留
学
し
て
い

た
當
間
菜
月
さ
ん
の
帰
国
報
告
会
、こ
れ
ま
で
留
学

し
た
方
々
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催

し
ま
す
。中
国
に
関
心
の
あ
る
方
、中
国
厦
門
市
へ
の

留
学
に
関
心
の
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

 

団
体
登
録
説
明
会

　
人
材
育
成
交
流
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
男
女
共
同
参
画

支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
団
体
登
録
制
度
を
設
け
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
や
国
際
交
流
を
目
的
に
活
動

す
る
団
体
を
応
援
し
ま
す
。
団
体
登
録
を
す
る
た
め

の
説
明
会
お
よ
び
団
体
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

 

は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
説
明
会

　
宜
野
湾
市
で
は
平
成
27
年
４
月
に
『
第
３
次
宜
野

湾
市
男
女
共
同
参
画
計
画
〜
は
ご
ろ
も
ぷ
ら
ん
〜
』

を
策
定
し
ま
し
た
。
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

計
画
期
間
：
平
成
27
年
度
か
ら
平
成
36
年
度
（
中
間

年
度
で
あ
る
平
成
31
年
に
中
間
見
直
し
を
行
い
ま

す
。）

皆さんのご参加をお待ちしています。

日
時

３
月
２
日（
水
）18
時
30
分
〜
20
時
20
分

場
所

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

 
 

　
　
　（
２
階 

講
堂
）

内
容

★
當
間
菜
月（
平
成
26
年
度
留
学
生
）

報
告「
私
の
中
国
留
学
記

〜
中
国
で
の
出
会
い
が

　
　
　
　
私
を
変
え
た
〜
」

★
歴
代
留
学
生
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
留
学
で
得
た
も
の
〜
帰
国
後
の
私
達
〜
」

参
加
費
　
無
料

日
時

２
月
24
日（
水
）19
時
〜
20
時
30
分 

場
所

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
２
階 

講
堂
）

対
象

め
ぶ
き・ 

ふ
く
ふ
く
登
録
団
体
、

そ
の
他
関
心
の
あ
る
方

申
込・問
合
せ

市
民
協
働
推
進
課 
平
和・男
女
共
同
係

電
話
　
８
９
３-
４
１
１
９（
直
通
）

市
海
外
留
学
生
派
遣
事
業

　 

帰
国
報
告
会

〜
中
国
で
の
出
会
い
が
私
を
変
え
た
！
〜

　第3次宜野湾市男女共同参画計画～はごろもぷらん～に
は基本方針が4つあります。今回はその1つをご紹介します。

　「男は○○、女は○○」といった固定的な役割分担意識に
捉われないよう一人ひとりが意識することで、誰もが自分
らしく個性と能力を発揮できる社会を形成していくことが
できます。

1月号にてご案内した男女共同参画フォーラムについて、下記のとおり変更しました。お詫び申し上げます。
ご来場の際には、日時、会場をご確認ください。

日時　2月27日(土)　14：00 ～ 16：30　会場　はごろも小学校　地域連携室
対象　関心のある方（参加無料）※託児希望の方は2月16日（火）までに要申込み
内容　基調講演「多様な私たちが多様に生きられる社会をめざして」
　　　パネルディスカッション「性的マイノリティを考える～学校の現場から～」

多様な性に関するフォーラム　日程と会場変更のお知らせ

基本方針１
男女共同参画社会の実現に向けた意識啓発の推進

多様な性について考える　～自分らしい生き方の尊重～

★
４
月
よ
り
平
成
28
年
度
の
留
学
生
を
募
集

す
る
予
定
で
す
。詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い（
ま
ち
の
情
報
↓
交
流・平
和
）

はごろもぷらん、4つの基本方針①


